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過酷事故解析コードSAMPSONには、配管内に侵入したデブリの固化判定を行うモデルが組み込まれている。

福島第一原子力発電所事故時の状況を模擬した KAERI 試験と同様の解析条件で計算し、結果の比較を行い

モデルの妥当性を評価する。 
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1. 緒言 

BWR型の原子炉圧力容器の下部には計装配管が設置されており、過酷事故時にそれらの配管が破損した場

合、その破損口は圧力容器外へのデブリ放出経路となり得る。配管内でデブリが固化すれば、デブリは圧

力容器内に留まることになる。SAMPSONに組み込まれている配管内のデブリ固化モデルについて KAERI試験

を用いて、妥当性を評価する。 

2. 解析体系と物理モデル 

2-1. 解析体系 

解析体系を図１に示す。RPV 壁を模擬したプレートと計装配管か

らなる体系に、配管外部へ溶融デブリを落下させる。溶融デブリは

RPV 壁と配管に熱伝達を行う。配管の温度が融点を超えると溶融デ

ブリは配管内部へ侵入する。配管内部へ侵入した溶融デブリは下記

の物理モデルで固化判定を行う。計装配管の種類が IRM、LPRM、

CRGT の場合の 3 ケースを計算する。溶融デブリが存在していない

RPV 上下部、配管内は空気で満たされているとする。 

2-2 物理モデル 

デブリ固化モデルは１次元の溶融デブリの流動計算（軸方向）、１

次元の配管の熱伝導計算（径方向）とクラストの成長計算から構成

されている。流動計算は圧力境界を設定し、重力と摩擦の効果を考

慮する。溶融デブリとクラスト間は熱伝達を行う。クラスト表面で

デブリは過冷却と仮定し、温度を半経験式[1]より求める。クラスト

と管の境界にギャップ熱抵抗率を導入した。クラストが成長し一定         図１ 解析体系 

値を超える、もしくはバルクの固相率が流動限界値に達すると流動計算を終了する。 

3. 結論 

本モデルの解析結果はデブリ-クラスト間の熱伝達係数,ギャップ熱抵抗率及びデブリの流動限界固相率

に依存する。KAERI 試験結果を用いて、これらの妥当な値を定める。なお、本研究は経済産業省「平成 28

年度廃炉・汚染水対策事業費補助金（総合的な炉内状況把握の高度化）」の一部として実施した。 
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